
























VCAM-1 の発現低下が転移標的組織にて認められ，VCAM-1 が HIF-2αの標的であり転移に関
与していることが示唆された．そこで血行性転移モデルを用いて生体における解析を行ったと
ころ肝臓転移巣数が WT マウス（5.0 ± 1.0 個/field）に比べ HIF-2αノックダウンマウス（2.8 ± 
0.76）では約 40％抑制されることが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）：  VCAM-1 function was suggested that important for early 
metastasis foci formation. VCAM-1 expression reduced in HIF-2α knockdown mice. These 
results suggested that HIF-2α participate in metastasis via regulation of VCAM-1 
expression. We analyzed by metastasis model in vivo.  It number of the liver metastasis 
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子によって vascular endothelial growth 







と そ の splicing variant で あ る IPAS 
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果，初期の転移巣の数が WTマウス（5.0 ± 1.0
個/field）に比べ HIF-2αノックダウンマウス







マウス（HIF-2α :: Tie1Cre コンパウンドマ
ウス）を用いて検証したところ，転移コロニ
















に重要な VEカドヘリンの発現が HIF-3a 遺伝
子破壊マウスにおいて増加していたことか
ら影響があることが強く示唆される結果を
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